
 

 

 

 

 

 

 

 

 

～卒業式式辞より 

校 長  水 越 伸 朗 

 

 今日は、立川第七中学校の卒業証書授与式です。今までの三年間の思いを胸に、卒業生が新たな道に

進んでいきます。６月に発生した体育館火災の影響で、予行や練習も思うようにできませんでしたが、

卒業生の皆さんは、今できる最高の準備をして式に臨みました。会場となった泉市民体育館は、静寂に

包まれ、凛とした雰囲気のなかで式が行われました。在校生や地域の皆様方は、参列することができま

せんでしたが、立派な態度で式に臨んだことをお伝えします。 

 本日、卒業証書授与式を挙行できたのも、保護者、地域の皆様方のご支援のおかげです。あらためて

感謝申し上げます。ありがとうございました。 

 

＜前略＞ 

このように、今まで、立川第七中学校の最上級生として活躍してきた皆さんの今後の人生に向けて、人と

して大切な「正しく見極めること」について、お話しをいたします。 

 江戸時代の初期、安藤直次という家老がいました。直次は、ある藩の藩主（殿様）が約束されている若

君の教育を担当していました。ある時、若君は、父親から、当時としては貴重な遠眼鏡（望遠鏡）をもらいま

した。若君は喜んで、お城の櫓に上って城下の町を、遠眼鏡を使って見回したそうです。そして、町の人たち

暮らしぶりを冷やかしたり、顔つきや姿を面白がりながら、周りの人たちにしゃべることを続けていました。 

ところが、ある時、若君のそういった行動を知った直次は、その遠眼鏡を叩きつけて粉々に壊してしまった

そうです。びっくりした若君に、直次はじっくりと、話をしました。 

「この遠眼鏡は、そのように町の様子を見て面白がるための物ではありません。戦の時に、敵の軍勢や陣

地を見て作戦をたてたり、船に乗った時に海岸線の地形を観察するために使うものです。正しく使わないと、

何事も、正しく見極めることはできません。」 

この話を聞いた若君は、素直に反省しました。この若君こそ、後に名君と言われた、紀伊（今の和歌山県）

藩主、徳川頼宣です。 

皆さんは、今までの学習や生活を通して、様々なことを経験し知識として身に付けてきました。これから先

の長い人生においても、文化、芸術、政治、経済、国際情勢など、多種多様な知識を得ていくことでしょう。ま

た、社会の一員として、様々な経験をすることと思います。そういった時に、大切にしてもらいたいのが「正しく

見極める」ことです。正しく見極めることができれば、困難な状況や厳しい場面にあったとしても、多くの人の

励ましや応援を得て、克服することができるはずです。 

目まぐるしく発展していく現代社会。今後も社会は大きく進化を遂げていくことでしょう。しかし、どんなに

社会が発展しようとも、どんなに進歩しようとも、「正しく見極める」ことが社会の支えとなることに変わりは

ないと思います。これからの、日本を支えていく存在として、「正しく見極める」ことを大切にして、自分自身も

高め、大きく成長していってください。 

＜後略＞ 
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【ユニセフ認定証授与】 

 昨年の１２月１７日、１８日に行われたユニセフ街頭

募金活動での募金金額が１００万円を超えたことを受

け、日本ユニセフ協会の方々が認定証を生徒会、卓球部

の皆さんにお渡しくださいました。日本ユニセフ協会の

方々からは日本では当たり前になっている「学校にいけ

ること」や「食べ物や飲み水がいつでも手に入ること」

が当たり前になっていない国々についてご理解いただき感謝している旨をお話し頂きました。集まった

生徒たちからも募金活動を通しての苦労や達成感について感想をお伝えすることができました。 

【小中連携教育活動】 

２月１４日、西砂小学校と松中小学校の６年生が来校

して中学校体験を行いました。小学校の学級ごとに各教

室に入り、生徒会による中学校の生活をオンラインで聞

いた後、３０分間の体験授業を受けました。今年は、技

術・英語・数学・理科・国語の先生方がそれぞれ授業を

行い、各教室からは６年生たちの楽しんでいる声が聞こ

えました。 

【リモート交流授業】 

 １月３０日、山形県の真室川中学校２年生の生徒さんとリモートで交流授業を

行いました。授業内容は「２泊３日で東京の人が東北地方を旅行するとしたら、

どういうプランがおすすめか」というテーマで真室川中学校の生徒が作った発表

を聞き、コメントを返してあげるという内容でした。他県の中学校とリモートで

交流授業をするのは初めての試みでしたが、途中で山形県の雪景色を見せてもら

ったり、こちらから質問をしたりと、充実した時間を過ごすことができました。 

【花のかけはし】 

１月２８日に、地域と様々な面でつながっていることを花で表したく″花のか

けはし″として本校で育てているお花（パンジー、チューリップ）をプランター

に入れ、西砂学習館、西砂会館、天王橋会館へ生徒が届けに行きました。まだつ

ぼみのものもありますが、きれいなお花が咲くはずです。お近くを通られる際は

花の成長を楽しんでください。 

【地域清掃ボランティア】 

１月２８日、日頃使用している通学路や地域への恩返しをするため地域清掃活動を行いました。西砂

方面と松中方面の２グループに分かれて約１時間ゴミを拾いました。 

【表彰】 頑張りました おめでとう！ 

ライオンズ教育表彰   ３-２ Ｍ.Ｙくん  ３-３ Ｎ.Ｓさん  ３-５ Ｔ.Ｈくん 

体育優良生徒      ３-２ Ｍ.Ｋくん  ３-４ Ａ.Ｓさん   

 

 【お知らせ】教員の異動発表について 

 教員異動に関して、今までは年度初めの４月１日に東京都教育委員会から報道機関を通して発表

されていましたが、今年度につきましては、令和５年３月２１日（火）に発表されることになりま

した。それに伴い、本校では３月２４日（金）修了式にて、異動する教員を生徒に伝える予定です

ので、ご理解お願いいたします。紙面での正式なお知らせは、本校に異動されてくる先生と共に、

４月の学校だよりで配布させていただきます。 


